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このメロンは秀？優？良？
７月9日、ゆうばり小学校の３年生を対象に、夕張市農協青年部によるメロン学級が行われました。
６月の圃場見学では、夕張メロンができるまでについて学びました。今回は農協の選果場を見学し、
収穫したメロンを「夕張メロン」として出荷するための厳しい検査基準や、その過程について勉強しまし
た。　
子ども達は、夕張メロンについて詳しくなったことで、これまでよりさらに夕張メロンを誇りに思える

ようになったことでしょう。
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 現役並みⅢ
  課税所得 690万円以上の方

 現役並みⅡ
  課税所得 380万円以上の方

 現役並みⅠ
  課税所得 145万円以上の方

平成30年７月まで 平成30年８月から

■国保のお話 vol.8

※１　世帯収入の合計金額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が210
万円以下の場合も含みます。

※２　過去12ヵ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心して医療を受けられる
よう皆さんで保険料を出し合い、助け合う制度です。
皆さんで支えている国民健康保険制度。その内容や取組みについて、
少しずつ知っていただくことを目的として、シリーズでお知らせします。

高額療養費制度とは、ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上
限額を超えてお支払いいただいた分を払い戻す制度です。上限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて
決まっています。
この上限額が、平成30年８月から、70歳以上の方の１ヶ月に負担する医療費（自己負担額）が見直しさ
れます。69歳以下の方の上限額は、変更ありません。
上限額を超えて、払い戻し分が発生した場合は、病院にかかった月の約３～４ヶ月後にハガキでお知ら
せします。申請をすると、上限額を超えた分が、高額療養費として支給されます。

平成30年８月から、現役並みⅠ・Ⅱ（課税所得145万円以上690万円未満）に該当する方と同じ世帯の
方は、医療機関で「限度額認定証」を提示していただくと、その医療機関で、区分に応じた上限額を超え
る額を支払わなくてよくなります。そのため、該当する方は、「限度額認定証」の交付申請をしてください。

70歳以上の皆さんへ 平成30年８月から 高額療養費の上限額が変わります

高齢受給者証の負担割合が 「３割負担」 の方へ

問合せ先　市健康保険係　☎52－3105

外　来
（個人）

外来＋入院
（世帯）

57,600円

14,000円

8,000円

24,600円

15,000円

80,100円
＋（医療費
　 －267,000円）
　　　　   ×１%
＜多数回＞
　44,400円 ※2

57,600円
＜多数回＞
　44,400円 ※2

  現役並み
 
　 課税所得
　　145万円以上の方

  一般 ※1
 
　 課税所得
　　145万円未満の方

  低Ⅱ
 
住民税非課税世帯

  低Ⅰ
住民税非課税世帯
(年金収入80万円以下など)

〔　　〕年間上限
144,000円

適　用　区　分 外　来
（個人）

外来＋入院
（世帯）

18,000円

8,000円

24,600円

15,000円

252,600円
＋（医療費－842,000円）×１%
＜多数回＞ 140,100円 ※2

167,400円
＋（医療費－558,000円）×１%
＜多数回＞ 93,000円 ※2

80,100円
＋（医療費－267,000円）×１%
＜多数回＞ 44,400円 ※2

57,600円
＜多数回＞
　44,400円 ※2

 一般 ※1
  課税所得 145万円未満の方

 低Ⅱ
 
住民税非課税世帯

 低Ⅰ
住民税非課税世帯
(年金収入80万円以下など)

〔　　〕年間上限
144,000円

適　用　区　分
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 高額療養費と高額介護合算療養費の見直しについて ～

１か月の自己負担限度額　（※１）区　　　分
外来〔個人単位〕 外来+入院〔世帯単位〕

57,600円現役並み所得者

一　般

区分Ⅱ
区分Ⅰ

住民税非課税
世　帯

■高額療養費の限度額が見直しされます
●高額療養費の限度額が、平成30年8月から次のとおり見直しされます。

■高額介護合算療養費の限度額が見直しされます
●高額介護合算療養費の限度額が、次のとおり見直しされます。

【平成30年７月まで】

問合せ先

北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062　札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎011－290－5601

夕張市役所
　市健康保険係
　　　 ☎52-3105
　市介護保険係
　　　 ☎52-3164

※２
（44,400円）※３

14,000円 ※４ 57,600円
（44,400円）※３

8,000円
24,600円
15,000円

１か月の自己負担限度額　（※１）区　　　分
外来〔個人単位〕 外来+入院〔世帯単位〕

現役並み所得者

課税所得　690万円以上

課税所得　380万円以上

課税所得　145万円以上

一　　般

区分Ⅱ
区分Ⅰ

住民税非課税世帯

【平成30年８月から】

252,600円+（医療費－842,000円）×１％
（140,100円）※３

167,400円+（医療費－558,000円）×１％
（93,000円）※３

80,100円+（医療費－267,000円）×１％
（44,400円）※３

18,000円 ※４ 57,600円
（44,400円）※３

8,000円
24,600円
15,000円

※１　月の途中で75歳の誕生日を迎え
ることにより加入する方（障害認定
で加入する方は除く）は、加入した
月の自己負担限度額が1/2に調整
されます。

※２　 （医療費総額－267,000円）×1%
＋80,100円です。

※３　多数該当（過去12か月に３回以
上世帯単位における高額療養費
の支給に該当し、４回目以降の支
給に該当）の場合の自己負担限度
額です。

※４　１年間の外来の自己負担額合計
の限度額が144,000円となります。

区　　　分 現　　　行 平成30年８月～
【課税所得　690万円以上】 212万円
【課税所得　380万円以上】 141万円
【課税所得　145万円以上】  67万円（改正なし）

一　　般 56万円 56万円（改正なし）
31万円 31万円（改正なし）
19万円 19万円（改正なし）

区分Ⅱ
区分Ⅰ

現役並み所得者 67万円

住民税非課税世帯
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

３
年
生
が

「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
ゆ
う
ば
り
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
躍
し
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
に
行
わ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト（
詳
細
は
先
々
月
号
を
参
照
）で
、３
学

年
就
職・専
門
学
校
進
学
コ
ー
ス
14
名
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
よ
る「
高
校
生
が
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
企
画
と
、担
当
者
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
の
上
で
の
実
現
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
準
備
は
、３
学
年
19
名
で
行
い
ま
し

た
。イ
ベ
ン
ト
で
提
供
す
る
お
菓
子
の
ふ
じ
と

夕
張
高
校
共
同
開
発
の「
石
炭
マ
ド
レ
ー
ヌ
」

の
提
供
の
用
意
や
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
使
用
す

る
コ
ー
ス
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。集
ま
っ

た
ゴ
ミ
は
な
ん
と
15
キ
ロ
と
の
こ
と
。

　

イ
ベン
ト
当
日
は
、鹿
鳴
館
、文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
広
場
で
、

生
徒
考
案
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
や「
石

炭
マ
ド
レ
ー
ヌ
」な
ど
実
際
の
運
営
で
も
活
躍

し
ま
し
た
！

　

参
加
し
た
生
徒
の
多
く
が
、「
夕
張
市
を

盛
り
上
げ
る
イ
ベン
ト
に
貢
献
で
き
て
良
か
っ

た
。」「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
が
よ
く

わ
か
っ
た
。」な
ど
の
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

東
京
都
庁
物
産
展
で

　
　
　
　
　

販
売
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
〜
28
日
に
東
京
都
庁
で
行
わ
れ

た
物
産
展
で
、３
学
年
就
職・専
門
学
校
進
学

コ
ー
ス
の
生
徒
５
名
が
販
売
実
習
を
行
い
ま

し
た
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベン
ト
で
も
提
供
し
た

お
菓
子
の
ふ
じ・夕
張
高
校
共
同
開
発
の「
石

炭
マ
ド
レ
ー
ヌ
」の
販
売
を
中
心
に
、お
客
さ

ん
の
呼
び
込
み
や
、試
食
の
提
供
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

生
徒
ら
の
頑
張
り
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、売
上

は
上
々
で
、生
徒
た
ち
も
校
内
で
は
経
験
す

る
こ
と
の
出
来
な
い
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、「
接
客
を
は
じ
め
、商

売
は
大
変
な
お
仕
事
と
思
い
ま
し
た
。で
す

が
、そ
の
場
で
お
客
様
を
見
て
、生
の
声
を
聞

い
て
、そ
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。」と
い

う
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
い
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
に
２
学
年
19
名
が
６
月
末
に
実

施
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
報
告
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、実
習
先
ご
と
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
ス
ラ
イ
ド
と
発
表
原
稿
を
作
成
し
、

報
告
会
に
臨
み
ま
し
た
。次
年
度
の
た
め
に

１
学
年
に
聞
い
て
も
ら
う
た
め
の
機
会
で
も

あ
り
、当
日
は
各
実
習
先
の
担
当
者
の
方
に

も
来
校
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
実
習
先
の
担
当
者
の
方
々
よ
り
、「
練
習

は
十
分
だ
っ
た
か
」「
も
っ
と
自
分
の
感
じ
た
こ

と
を
発
表
し
て
ほ
し
か
っ
た
」な
ど
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
を
求
め
る
講
評
も
い
た
だ
き
、生
徒
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
に
受
け
止
め
、今
後
の

生
活
に
生
か
し
て
い
く
決
意
を
し
て
い
ま
し

た
。

広報ゆうばり　2018年8月号 ４



行
っ
て
き
ま
す
！
日
本
の
次
世
代

　
　
　
　
　
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
！

日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成

　
　
　
　
　
　 

塾
っ
て
な
ん
だ
？

　

九
州
で
の
２
週
間
に
わ
た
る
集
団
生
活
の
中
で
、各
界

リ
ー
ダ
ー（
知
事
、大
学
教
授
、社
長
な
ど
）に
よ
る
講
義

の
ほ
か
、参
加
者
で
あ
る
高
校
生
自
身
に
よ
る
日
本
、世

界
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
つ
い
て
議
論
し
合
う
セ
ッ
シ
ョン
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
未
来
を
担
う
次
世
代

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
素
養
を
つ
け
る
塾
で
あ
る
。

　

参
加
に
は
各
県
単
位
で
の
選
考
に
パス
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、夕
張
高
校
と
し
て
は
３
年
連
続
の
参
加
と
な

っ
た
。

　

７
月
26
日
〜
８
月
８
日
の
日
程
で
開
か
れ
る「
高
校
生

の
た
め
の
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」に
参
加
す

る
２
年
生
の
山
﨑
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

選
考
が
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
？

私
は
こ
う
思
う
！
理
想
の
大
人
像

自
分
の
世
界
を
広
げ
た
い
！

記
者
：
参
加
す
る
の
に
選
考
が
あ
る
っ
て
聞
い
た
け
ど
、

ど
ん
な
の
だ
っ
た
？

山
﨑
：
書
類
選
考
の
後
に
、道
庁
に
行
っ
て
、他
の
受
験

者
と
共
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
試

験
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、５
分

考
え
て
、２
分
以
内
に
発
表
す
る
ん
で
す
。そ

の
あ
と
で
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る

の
で
す
が
、司
会
者
を
立
て
る
・
立
て
な
い
な

ど
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
行
に
つ
い
て
も
受

験
者
で
話
し
合
っ
て
決
め
る
形
で
し
た
。

記
者
：
進
め
方
も
高
校
生
同
士
で
決
め
る
ん
だ
！
ち
な

み
に
ど
ん
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
？

山
﨑
：「
情
報
化
社
会
に
つ
い
て
」で
し
た
。初
対
面
の

受
験
者
同
士
で
も
楽
し
く
や
れ
た
の
で
、そ
の

点
で
も
良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

記
者
：
書
類
選
考
と
か
は
ど
う
準
備
し
た
の
？

山
﨑
：
書
類
選
考
で
は
自
分
が
ど
の
よ
う
な
大
人
に

な
り
た
い
か
、「
理
想
の
大
人
像
」な
ど
が
テ
ー

マ
で
し
た
が
、校
長
先
生
に
も
添
削
な
ど
の
指

導
を
し
て
い
た
だ
い
て
。締
切
が
短
く
、結
構

あ
わ
た
だ
し
い
感
じ
で
頑
張
り
ま
し
た（
笑
）

記
者
：
ち
な
み
に
、理
想
の
大
人
像
に
つ
い
て
は
ど
ん
な

こ
と
を
書
い
た
の
？

山
﨑
：
お
お
ざ
っ
ぱ
に
い
う
と
柔
軟
性
が
あ
る
人
。今

求
め
ら
れ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
像
は
、周
囲
を
引

っ
張
っ
て
い
く
力
と
、周
囲
を
支
え
る
土
台
と

し
て
の
力
と
の
両
面
を
持
ち
あ
わ
せ
た
上
で
、

か
つ
即
座
に
そ
の
場
で
臨
機
応
変
に「
柔
軟
」

に
対
応
で
き
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
の
で
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。

記
者
：・・・し
っ
か
り
し
て
い
る
な
ぁ
。

記
者
：
今
回
リ
ー
ダ
ー
塾
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は

ど
う
し
て
？

山
﨑
さ
ん（
以
下
敬
称
略
）：
昨
年
度
参
加
し
た
小
笠

原
さ
ん
の「
一
流
の
方
々
の
話
を
聞
い
て
、考
え

方
が
変
わ
っ
た
」と
い
う
参
加
後
の
発
表
を
見

て
、生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
夕
張
の
外
に
出
ず

に
育
っ
て
き
た
こ
と
で
、自
分
の
中
に
は
考
え

方
の
偏
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

知
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
中
に
行
っ

て
、い
ろ
ん
な
分
野
の
一
流
の
方
々
の
話
を
聞
い

て
、新
し
い
考
え
方
に
触
れ
、自
分
の
世
界
を

広
げ
た
い
と
感
じ
、参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。

記
者
：
全
国
か
ら
知
ら
な
い
人
が
集
ま
っ
て
く
る
の
だ
か

ら
、人
間
と
し
て
の
幅
を
う
ん
と
拡
げ
る
チ
ャ
ン

ス
だ
ね
！

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　  

お
か
げ
さ
ま
で
第
十
号

次世代のリーダーをめざして

今回話を聞いた山﨑さん。
バドミントン同好会とボランティア同好
会に所属している２年生。
「ボランティア同好会で夕張キャンプに
関わった際、東京から来た他校の生徒たち
とふれあい、知らない人と新たに関わって
いくことの大切さを実感しました。」と語
る山﨑さんの将来の夢は、「自らイベント
などを企画して誰かを楽しませることを仕
事にする」ことだという。

昨年の様子。全国各地から次世代のリーダーを志す高校生が集
まり、切磋琢磨した。集団生活や議論の中で、かけがえのない仲
間となる。

「
地
域
と
も
っ
と
関
わ
り
た
い
」
と
話

し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。山
﨑

さ
ん
、学
校
祭
の
準
備
で
忙
し
い
と
こ

ろ
、あ
り
が
と
う
！
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南北海道大会優勝おめでとう！

　　頑張れ！夕張JVCレガメッツ！

　

夕
張
Ｊ
Ｖ
Ｃ
レ
ガ
メ
ッツ
は
、平
成
25

年
10
月
に
発
足
し
た
市
内
の
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
少
年
団
で
す
。男
女
混
合
チ
ー
ム

で
、現
在
、小
学
６
年
生
か
ら
１
年
生

ま
で
16
名
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
７
日
〜
８
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
38
回
全
日
本
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
南
北
海
道
大
会（
男
女
混
合
の

部
）」で
見
事
優
勝
し
、８
月
７
日
か
ら

川
崎
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

　

財
政
破
綻
以
降
、市
の
子
ど
も
の
数

は
著
し
く
減
少
し
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年

団
も
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。団

体
競
技
は
人
数
が
集
ま
ら
ず
、な
か
な

か
チ
ー
ム
が
組
め
な
い
と
い
う
実
情
の

中
、「
子
ど
も
た
ち
に
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

を
選
ば
せ
て
あ
げ
た
い
」と
の
想
い
か

ら
、チ
ー
ム
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
約
５

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

広
大
な
夕
張
市
で
は
、市
内
の
各
地

か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
チ
ー
ム
ス
ポ
ー

ツ
に
励
む
に
は
、保
護
者
の
皆
さ
ん
の

送
迎
な
ど
の
協
力
が
必
要
で
し
た
。決

し
て
恵
ま
れ
た
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、「
全
国
優
勝
」を
目
標
に

日
々
の
練
習
に
励
ん
で
き
た
努
力
が
実

を
結
び
、今
回
の
結
果
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
努
力
、そ
し
て
、監

督
、コ
ー
チ
、卒
業
し
て
い
っ
た
先
輩
た

ち
、保
護
者
の
皆
さ
ん
の
心
を
一つ
に
し

た
支
援
は
、夕
張
の
誇
り
で
す
。

　

全
国
大
会
に
向
け
て
、キ
ャ
プ
テ
ン
の

阿
部
未
来
さ
ん
は
、「
私
た
ち
は
、毎
日

厳
し
い
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果
を

発
揮
し
て
、絶
対
に
日
本
一に
な
っ
て
帰

っ
て
き
ま
す
。応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」と
力
強
く
、決
意
を
語
り

ま
し
た
。

　

強
豪
ぞ
ろ
い
の
全
国
大
会
で
す
が
、

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

 

全
国
大
会
で
も
頑
張
れ
！

   

夕
張
Ｊ
Ｖ
Ｃ
レ
ガ
メ
ッ
ツ
！

問
合
せ
先

夕
張
Ｊ
Ｖ
Ｃ
レ
ガ
メ
ッツ

代
表　

本
田　

靖
人

☎
0
9
0
―
3
8
9
8
―
0
4
7
4
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真夏の８月は「お祭りの月」と言えます。月の前半は夏本番で、後半は少し秋めいて涼しく

なるのでしょうか？あるいは残暑がまだまだ続くのでしょうか？８月11日に第34回ゆうばり夏

まつりがＪＲ清水沢駅横の清水沢イベント広場で行われます。今年は（株）ニトリさんの特別

協賛で花火の予算が約２倍と伺ってます。盆踊り終了後の清水沢駅西側の山に上がる花

火が楽しみです。また皆で踊るゆうばり囃子「阿呆踊り」も約１時間ありますので、参加型の

イベントとして待ち遠しい限りです。本来地域のイベントかも知れませんが、昨年は外国人

も取材で来ていたので、体験型のツアーにならないかなあと思ったりもしております。旧盆

の前後は各町内会でも夏祭りがあるので皆様もお忙しいことと思います。

８月24日・25日には道の駅メロードで「納涼祭」が開催されます。新夕張駅前で行われる

のでＪＲ利用のお客様も来て貰えればと願ってまして、何か誘客策を講じて行ければと考え

ているところです。

月初ですが、８月４日に北海道日本ハムファイターズのサマーベースボールフェスティバ

ルとしてイースタンリーグ公式戦がサングリンスタジアムで行われます。夕張市外から沢

山の野球観戦者が来訪されますので、「観光客」のジャンルとは違いますが、交流人口とし

て球場までの道中、夕張の「物」を消費して頂いたり、「歴史や自然」を感じて頂けたら有り

難いと思っております。

ＪＲ夕張支線も最後の夏休み時期となります。華やかなお祭りなどイベントは出来ません

が、鉄道ファンの皆様が多く訪れていらっしゃるので、「おもてなしの心」で、ありがとう夕張

支線実行委員会を始め、市民の皆様と一緒に「過行く夏」と「ＪＲ夕張支線」を惜しんでいき

たいと思います。

観光推進チーム　林　幹翁　

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」アアア 」
Episode ２懐かしい夕張の写真など、みんなの記憶を記録し、

誇りに変えていくプロジェクトが進行中です。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会
（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463） （市企画係　☎52－3141）

「黒ダイヤまつり、本町2丁目です。」
久保田総合印刷提供 1980年頃撮影
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食
事
を
す
る
と
、ご
飯
な
ど
の
炭
水

化
物
は
体
の
中
で
分
解
さ
れ
て
ブ
ド
ウ

糖
に
な
り
ま
す
。ブ
ド
ウ
糖
は
小
腸
で

吸
収
さ
れ
て
血
液
中
に
入
り
ま
す
。す

い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
に
よ
り
血
液
中

の
ブ
ド
ウ
糖
は
体
中
の
細
胞
に
送
り
込

ま
れ
て
、筋
肉
や
内
臓
な
ど
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

細
胞
に
行
き
渡
ら
な
い
ブ
ド
ウ
糖
が

血
液
中
に
あ
ふ
れ
出
て
基
準
値
よ
り

高
く
な
っ
て
い
る
状
態
が
高
血
糖
で

す
。こ
の
状
態
が
続
く
病
気
が
糖
尿
病

で
す
。

●
糖
尿
病
で
は
な
ぜ
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

血
液
中
に
あ
る
白
血
球
の
成
分
の

１
つ
に
、体
の
中
に
入
っ
た
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
を
攻
撃
し
て
や
っつ
け
る
働
き
を

す
る
好
中
球
が
あ
り
ま
す
が
、高
血
糖

に
な
る
と
、そ
の
働
き
を
弱
く
す
る
た

め
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。ま
た
、

高
血
糖
は
血
液
の
流
れ
を
悪
く
し
ま

す
。こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
末
梢
神
経・

循
環
障
害
か
ら
、皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

高
血
糖
の
状
態
で
は
細
胞
が
水
分

を
吸
収
し
に
く
い
こ
と
、血
糖
値
を
下

げ
よ
う
と
排
泄
す
る
た
め
に
尿
量
が

増
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
脱
水
症
状
に

な
り
や
す
い
の
で
皮
膚
が
乾
燥
し
ま

す
。高
血
糖
に
よ
る
自
律
神
経
障
害
か

ら
汗
を
か
く
機
能
が
低
下
し
身
体
全

体
に
皮
脂
が
行
き
届
か
な
く
な
る
こ

と
も
皮
膚
が
乾
燥
す
る
原
因
の一つ
で

す
。

　

体
の
末
梢
部
分
で
あ
る
足
は
特
に

皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
部
位
で
す
。

　

水
虫
な
ど
の
感
染
症
は
悪
化
す
る

と
壊
疽
が
進
み
、最
悪
の
場
合
は
足
の

切
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。足
の
裏
や
色
の
変

化
、爪
の
周
り
、指
の
間
に
傷
が
な
い
か

な
ど
細
か
く
チ
ェッ
ク
す
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

●
ス
キ
ン
ケ
ア
で
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
を
予

防
し
ま
し
ょ
う

　

皮
膚
は
常
に
清
潔
を
保
ち
、サ
ラ
サ

ラ
の
状
態
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。高
温

す
ぎ
る
シ
ャ
ワ
ー
や
入
浴
は
肌
の
乾
燥

を
招
く
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

入
浴
後
は
す
ぐ
に
身
体
を
ふ
い
て
、

湿
気
の
多
い
関
節
部
分
を
避
け
て
ク
リ

ー
ム
や
軟
膏
、乳
液
な
ど
で
保
湿
ケ
ア

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
の
た

め
に
も
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ

う
、血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切
で

す
。

保
健
師　

馬
渕　

知
美

足・腰、認知機能などが衰えはじめたと感じている、高齢者の方向けの講座です。
介護が必要とならないよう、専門の講師が軽運動と認知機能を維持向上するためのプログラムを実施します。

当日の受付は開催30分前からです。

糖
尿
病
と
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル

「介護予防ゆるリラ講座」のお知らせ 申込・問合せ先　市包括支援係　☎52－3107

1.老人福祉会館

※送迎は、老人福祉会館のバスをご利用ください。

2.各地区での開催日程

曜 日場　　　所 開　催　時　間 申込について

曜 日実　施　日場　　　所 開　催　時　間 申込について

老人福祉会館

実　施　日
平成30年 ８月 ７日
平成30年 ８月21日
平成30年 ９月 ７日
平成30年 ９月14日
平成30年10月 ５日
平成30年10月12日
平成30年10月26日

第
１
回

第
２
回

火

金

随　　時午後１：00～２：30

８月１日～８月31日午前10：30～12：00

市民研修センター

南清水沢生活館

紅葉山会館

末広集会所

真谷地集会所

８月１日～９月７日午後６：15～７：45

９月１日～10月３日午後１：30～３：00

９月１日～10月９日午後１：30～３：00

９月１日～10月10日午前10：00～11：30

９月１日～10月10日午後１：30～3：00

平成30年 ９月14日
平成30年12月11日
平成30年10月10日
平成30年11月14日
平成30年10月15日
平成30年10月29日
平成30年10月16日
平成30年10月30日
平成30年10月16日
平成30年10月30日

金
火

水

月

火

火
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平
成
30
年　

市
営
住
宅

第
３
回
一
般
公
募
入
居
者
募
集

障
が
い
が
あ
る
方
の

手
当
て
に
関
す
る
お
知
ら
せ

禁
煙・分
煙
の

　
　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

入
居
資
格

　

政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
を
満

た
す
方
、地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
。ま

た
、既
に
市・道
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
方
で
、お
風
呂
が
な
い
方
や
世
帯
構

成
員
が
増
減
し
た
方
な
ど
特
別
な
事

情
が
あ
り
、住
替
え
の
条
件
を
満
た
す

方
。

応
募
期
間　

８
月
１
日
〜
10
日 

（
土
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

本
人
が
市
役
所
３
階
建

築
住
宅
係
ま
た
は
南
支
所
に
、関
係
書

類（
申
込
用
紙
、印
鑑
、入
居
者
全
員

分
の
住
民
票
と
収
入
証
明
な
ど
）を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
し
ま

す
。※
８
月
10
日
必
着
。

◆
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害

者
手
当
お
よ
び
障
害
児
福
祉
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は「
所
得
状
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。届
出
を
し
な
い

と
受
給
資
格
が
あ
って
も
８
月
分
以
降

の
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
手
続
き
方
法
な
ど
に

つい
て
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提
出
期
限　

８
月
24
日

提
出
先　

市
生
活
福
祉
係
ま
た
は
南

支
所

※
届
出
の
際
は
手
当
証
書（
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
み
）、印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当・特
別
障
害

者
手
当
お
よ
び
障
害
児
福
祉
手
当
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭
で
監

護・養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給

し
ま
す
。

　

北
海
道
は
全
国
的
に
み
て
喫
煙
率
が

高
い
地
域
で
す
。協
会
け
ん
ぽ
北
海
道

支
部
で
は
、喫
煙
対
策
を
通
じ
て
加
入

者
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
、様
々
な

取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。詳
し
く
は

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

☎
0
1
1
―
7
2
6
―
0
3
5
2

１
級　

月
額　

5
1
、7
0
0
円

２
級　

月
額　

3
4
、4
3
0
円

○
特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
く
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た

め
、日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
方

に
支
給
し
ま
す
。

月
額　

2
6
、9
4
0
円

○
障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た
め
、日
常
生

活
で
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
在
宅
の
方
に
支
給
し
ま
す
。

月
額  

1
4
、6
5
0
円

※
手
当
額
は
８
月
１
日
現
在
の
も
の
で

す
。施
設
入
所
や
所
得
に
よ
る
制
限
な

ど
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

☎
52
―
1
0
5
9

　

応
募
者
が
複
数
と
な
っ
た
場
合
は

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

（
８
月
14
日
予
定
）

　

当
選
者
は
、入
居
資
格
審
査
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
3
1
1
9

改 良

改 良

改 良

改 良

改 良

改 良

公 営

公 営

公 営

道 営

道 営

公 営

末 広

末 広

末 広

末 広

末 広

宮 前

南 清 １

南 清 ４

南 清 ４

南 清 ３

南 清 ３

平 和

恵　１

恵　２

恵　２

恵　２

翔　８

泉　７

歩　６

H48-11

D50-２

実　２

実　３

夢　３

２LＤＫ

２ＤＫ

２LＤＫ

３LＤＫ

２LＤＫ

１ＬＤＫ

１ＬＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

２LＤＫ

２ＬＤＫ

３階(ｴ)

２階(ｴ)

４階(ｴ)

３階(ｴ)

１階

１階

１階

１階

１階

１階

１階

３階

１

１

１

１

１

１

２

１

１

１

１

一般世帯枠
住宅に

困っている方対象

東日本大震災
避難者世帯枠 ※

※夕張市内の民間賃貸住宅、雇用促進住宅に入居している避難者世帯が対象です。
　・募集住戸および募集枠については変更する場合があります。
　・階情報に(ｴ)が付いているものは、エレベータ付の住宅です。
　・種別が「道営」の住宅は単身者の申込みはできません。

募 集 枠 種 別 地 区 住 棟 間 取 階情報 戸数

１
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児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

　
　
　
　

 

提
出
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方（
支

給
停
止
中
の
方
も
含
む
。）は
、毎
年
８

月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
け
出
は
、毎
年
８
月
１
日
時

点
の
状
況
を
記
入
し
、８
月
以
降
引
き

続
き
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る

要
件
に
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

受
給
者
の
方
に
は
、８
月
上
旬
に
現

況
届
の
提
出
に
つ
い
て
案
内
を
送
付
し

ま
す
の
で
、期
日
ま
で
に
必
要
書
類
を

添
付
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
８
月
分
以
降

の
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。未
提
出
の
ま
ま
２
年

が
経
過
す
る
と
、時
効
に
よ
り
受
給
資

格
が
消
滅
し
ま
す
。

※
郵
送
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、受
給
資
格
者
本
人
が
窓
口
へ
お
越

し
の
う
え
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
も
の

◆
現
況
届

◆
児
童
扶
養
手
当
証
書

（
全
部
支
給
停
止
の
方
は
不
要
で
す
。）

◆
同
意
書

◆
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書

◆
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

◆
そ
の
他
受
給
者
の
状
況
に
応
じ
た

必
要
書
類（
該
当
す
る
方
の
み
）

◆
平
成
30
年
１
月
１
日
時
点
で
夕
張

市
以
外
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
方
は
、

住
民
票
の
あ
っ
た
市
町
村
発
行
の
平
成

29
年
分
の
所
得
証
明
書

提
出
期
限　

８
月
31
日

提
出
先　

市
子
ど
も・子
育
て
支
援
係

ま
た
は
南
支
所

●
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
に
つ
い
て

　

母
子・父
子
家
庭
な
ど
の
支
援
の
た

め
に
、次
の
支
給
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
、児
童
が
18

歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日

（
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
が
い
の
あ

る
場
合
は
20
歳
未
満
）ま
で
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
要
件

◆
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

◆
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

◆
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
者

◆
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

◆
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

◆
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

◆
母
が
未
婚

　

次
の
よ
う
な
場
合
、手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

◆
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

◆
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
と
き
、

ま
た
は
児
童
福
祉
施
設
な
ど（
通
園
施

設
を
除
く
。）に
入
所
し
て
い
る
と
き

◆
児
童
が
、手
当
の
請
求
者
で
は
な
い

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
と
き（
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定

め
る
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
場

合
を
除
く
。）

◆
婚
姻
の
届
け
出
は
し
な
く
て
も
事

実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
と
き（
父
ま

た
は
母
に
限
る
。）な
ど

手
当
額　

受
給
者
や
同
居
す
る
扶
養

義
務
者
の
所
得
に
よ
り
、支
給
さ
れ
る

手
当
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。所
得
に
よ

り
手
当
額
の一部
や
全
額
が
支
給
停
止

（
減
額
）さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
に

応
じ
て
手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

◆
全
額
支
給
の
場
合

・児
童
１
人
に
つ
き
月
額
4
2
、5
0
0

円（
平
成
30
年
４
月
分
か
ら
）

・第
２
子
の
加
算
額

月
額　

1
0
、0
4
0
円

・第
３
子
以
降
の
加
算
額

月
額　

６
、0
2
0
円

◆
一
部
支
給
の
場
合（
所
得
に
応
じ
て

決
定
）

・児
童
１
人
に
つ
き

　

月
額　

4
2
、4
9
0
円
〜

1
0
、0
3
0
円

・第
２
子
加
算
額

　

月
額　

1
0
、0
3
0
円
〜

５
、0
2
0
円

・第
３
子
以
降
加
算
額

　

月
額　

６
、0
1
0
円
〜３、0

1
0
円

公
的
年
金
と
の
併
給
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
る
方

は
、年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ

り
低
い
場
合
に
、そ
の
差
額
分
を
児
童

扶
養
手
当
と
し
て
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て　

児
童
扶
養
手
当

の
該
当
に
な
る
方
は
、問
合
せ
く
だ
さ

い
。対
象
者
で
も
申
請
を
し
な
い
と
児

童
扶
養
手
当
の
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
子
ど
も・子
育
て
支
援
係

☎
52
―
3
1
6
8

赤十字災害救援車「博愛号」が
新しくなりました

本市に配置されていた赤十字災害救援車「博愛号」が、
７月10日、日本赤十字社北海道支部より更新配置されま
した。
この車は、日本赤十字社が実施する事業の一環とし
て、皆さんからいただいた社資（寄付金・会費）により購
入されたもので、災害時における各種救護活動や平常時
の赤十字活動などに活用されます。
今後とも、献血や赤十字社資募集などの各種赤十字
活動に対するご理解とご協力をお願いします。

問合せ先　日赤夕張市地区（市生活福祉係）
☎52－1059
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や
さ
し
い
精
神
保
健

　
　
　
　
　
　

基
礎
講
座

子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

　
　
　
　
　
　

強
化
週
間

災
害
に
備
え
て

　

準
備
し
て
い
ま
す
か
？

「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

個
人
事
業
税
の

　
　
　
　

納
期
に
つ
い
て

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　

  

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の

　
　
　
　

  

実
施
に
つ
い
て

文
ス
ポ
楽
々
運
動
教
室

〜
こ
こ
ろ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

　

地
域
住
民
を
対
象
に
、精
神
保
健
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、精
神
保
健

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
心
の
健
康
、ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、講
座

を
開
催
し
ま
す
。参
加
無
料
。

と　

き　

９
月
５
日
〜
10
月
３
日
の

毎
週
水
曜
日　

午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

と
こ
ろ　

岩
見
沢
広
域
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー（
岩
見
沢
市
11
条
西
３
丁
目
）

定　

員　

20
名
程
度（
申
込
順
）

申
込・問
合
せ
先

南
空
知
精
神
保
健
協
会
事
務
局

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
2
2

　

８
月
29
日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
は

「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」強
化
週

間
で
す
。い
じ
め
、虐
待
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
悪
用
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な

ど
、子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご

と
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
法
務
局
職
員

や
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
対
応
し
、

解
決
に
導
き
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。相
談
無
料
。

と　

き

８
月
29
日
〜
９
月
４
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

平
成
30
年
７
月
６
日
か
ら
８
日
に
か

け
て
、豪
雨
に
よ
り
日
本
各
地
に
大
き

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。今
後
、当

市
で
も
台
風
の
上
陸
や
秋
雨
前
線
の

影
響
に
よ
り
、川
が
氾
濫
し
た
り
土
砂

災
害
な
ど
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、電
気
、

ガ
ス
、水
道
、電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

の
で
、普
段
か
ら
最
低
３
日
分
の
食
糧

や
飲
料
水
、生
活
物
資
な
ど
を
備
蓄

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
れ
は
、

高
速
道
路
や
幹
線
道
路
が
寸
断
さ
れ

　

土
砂
災
害
に
関
す
る
基
礎
学
習
や

防
災
ア
プ
リ（
ど
し
ゃ
ブ
ル
）の
紹
介
、ア

プ
リ
を
利
用
し
た
避
難
で
被
害
を
低

減
す
る
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。参
加
無
料
。ス
マ
ー
ト
ホ
ン
を
お
持

ち
で
な
い
方
も
参
加
可
能
で
す
。

と　

き　

８
月
25
日　

午
前
10
時
〜

正
午 

 

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

市
都
市
計
画
土
木
係

☎
52
―
3
1
5
9

た
場
合
、市
外
か
ら
の
支
援
物
資
が
届

く
ま
で
に
３
日
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
か
ら
で
す
。

　

自
宅
が
被
災
し
た
と
き
は
、安
全
な

場
所
に
避
難
し
、そ
こ
で
避
難
生
活
を

送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。避
難
所
生
活

に
必
要
な
も
の（
非
常
用
持
ち
出
し

品
）を
リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
準
備
し
、

い
つ
で
も
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
用
備
蓄
品
の
例

●
一
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
、３

日
分
の
飲
料
水
な
ど

●
缶
詰
、ビ
ス
ケ
ッ
ト
、板
チ
ョ
コ
、乾
パ

ン
な
ど
、一人
最
低
３
日
分
の
食
糧

●
毛
布
、タ
オ
ル
、下
着
、衣
類
な
ど

●
洗
面
用
具
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、テ

ィ
ッ
シ
ュペ
ー
パ
ー
な
ど

●
マッ
チ
、ろ
う
そ
く
な
ど

●
懐
中
電
灯
、ラ
ジ
オ
、カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

（
予
備
電
池
含
む
）な
ど

●
乳
児
の
い
る
ご
家
庭
は
粉
ミ
ル
ク
や

紙
お
む
つ
、ほ
乳
び
ん
、ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
品
な
ど

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部　

☎
52
―
4
1
2
1

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、全
国
一
斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
で
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と

夕
張
中
学
校
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

音
声
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

８
月
29
日　

午
前
11
時

放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」×
３
回

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、津
波
警
報
、緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
情
報
を
国
か
ら
人
工
衛
星
を
通
じ

て
、地
方
公
共
団
体
に
瞬
時
に
伝
達
す

る
と
同
時
に
、携
帯
電
話
会
社
を
通
じ

て
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1

〜
脳
が
喜
ぶ
、笑
顔
が
広
が
る
〜

と　

き　

８
月
１
日・８
月
15
日

両
日
と
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
９
時
45
分
集
合
）

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

　

個
人
事
業
税
第
１
期
の
納
期
は
８

月
31
日
で
す
。納
税
通
知
書
は
８
月
10

日
に
第
１
期（
８
月
末
日
納
期
）と
第

２
期（
11
月
末
納
期
）が
あ
わ
せ
て
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

年
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、８

月
に
全
額
を
納
め
ま
す
。年
の
中
途
で

事
業
を
辞
め
た
人
は
、別
に
指
定
し
た

期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
、納
期
限

ま
で
に一括
納
付
が
難
し
い
、口
座
振
替

で
納
税
す
る
、な
ど
の
場
合
は
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

空
知
総
合
振
興
局
納
税
課

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
0
5
5

９
月
１
日・２
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
先

☎
0
1
2
0
―
0
0
7
―
1
1
0

ン
タ
ー

内　

容　

簡
単
な
筋
ト
レ
と
脳
ト
レ

持
ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、運
動
靴

料　

金　

１
回
2
0
0
円

申
込・問
合
せ
先　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

加
藤

（
夕
張
市
体
育
協
会
内
）

☎
56
―
6
0
4
6
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　夕張市農協青年部による食育授
業。ゆうばり小学校の３年生が選果
場の見学を行い、夕張メロンの検査
について学びました。

メロン学習
選果場見学　７月９日

夕
張
市
職
員
採
用
試
験

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
「
あ
ず
ま
し
い
」

学
校
閉
庁
日
に
つ
い
て

「
大
学
通
信
教
育

　

合
同
入
学
説
明
会
」開
催

北
海
道
警
察
官
募
集

平
成
30
年
度

　

北
海
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　

  

責
任
技
術
者
試
験

　

平
成
30
年
10
月
１
日
採
用
予
定
の

市
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
土
木
技
術
職
員

募
集
内
容　

土
木
技
術
職

受
験
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
平
成
29
年
10
月
１
日
ま
で
に
取
得

し
て
お
り
、採
用
後
、夕
張
市
に
居
住

可
能
な
方
で
、次
の
各
項
目
に
該
当
し

な
い
方
。

◇
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

◇
地
方
公
務
員
法
第
16
条（
欠
格
条

項
）に
該
当
す
る
方

年
齢
区
分　

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方受
験
区
分　

社
会
人
の
部

◇
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
方
、ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す

る
と
認
め
ら
れ
る
学
校
な
ど
を
卒
業

し
た
方
、ま
た
は
そ
れ
以
上
の
学
歴
を

有
す
る
方
で
、土
木
、水
道
関
係
企
業・

団
体
の
職
員
と
し
て
、土
木
・
水
道
技

術
に
係
る
職
務
経
験
が
通
算
３
年
以

上
あ
る
方

採
用
人
員  

１
名

申
込
期
限　

８
月
17
日　

午
後
５
時

30
分
必
着（
郵
送
の
場
合
も
同
じ
）

試
験
日　

８
月
29
日

試
験
会
場　

夕
張
市
役
所

試
験
科
目　

個
別
面
接
試
験
、適
性

検
査
な
ど

と
き・と
こ
ろ  

試
験
日　

９
月
17
日

試
験
内
容

１
次
試
験　

教
養
試
験（
択
一
式
）、論

（
作
）文
試
験
、適
性
検
査

２
次
試
験　

口
述
試
験
、体
力
試
験
、

身
体
検
査

受
験
資
格　

採
用
予
定
日（
平
成
31

年
４
月
１
日
現
在
）に
33
歳
未
満

受
付
期
限　

８
月
24
日
ま
で

受
験
地　

道
内
22
カ
所
、道
外
２
ヶ
所

問
合
せ
先

夕
張
警
察
庁
舎　

☎
52
―
0
1
1
0

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

　

各
大
学
、大
学
院
、短
期
大
学
別
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、参
加
者
は
希

望
す
る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内

容
、学
習
方
法
、受
講
手
続
な
ど
に
つ
い

て
直
接
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。参
加
無
料
。

※
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

と
き・と
こ
ろ　

９
月
２
日

午
前
11
時
〜
午
後
４
時　

ア
ス
テ
ィ
45

ビ
ル　

４
階
ア
ス
テ
ィ
ホ
ー
ル

対
象
者　
一般
お
よ
び
高
校
生

問
合
せ
先

（
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

☎
03
―
3
8
1
8
―
3
8
7
0

◆
押
し
花
の
会「
花
暦
」作
品
展

　

野
山
に
咲
く
花
や
育
て
た
花
々
を

利
用
し
て
作
品
作
り
を
楽
し
ん
で
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

と　

き　

８
月
２
日
〜
23
日

◆
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
作
品
展

　

セ
ン
タ
ー
に
通
所
さ
れ
て
い
る
方
の

手
芸
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
28
日
〜
９
月
６
日 

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
あ

ず
ま
し
い
」市
役
所
２
階

※
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
市
役
所
開
庁
時
間
）で
す
。

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　

本
年
度
よ
り
幼
稚
園・小
学
校・中

学
校
で
８
月
13
日
〜
15
日
の
３
日
間
を

学
校
閉
庁
日
と
し
ま
す
の
で
、緊
急
の

連
絡
は
市
教
育
委
員
会
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
教
育
委
員
会

☎
52
―
3
1
6
6

申
込
方
法　

受
験
申
込
書（
市
指
定

様
式
、前
３
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
を
添
付
）、最
終
学
歴
の
成
績
証
明

書
、返
信
用
封
筒（
定
型
の
封
筒
に
返

信
先
を
記
載
し
82
円
切
手
を
貼
っ
た

も
の
）を
添
え
て
市
総
務
係（
夕
張
市

本
町
４
丁
目
２
番
地　

市
庁
舎
４
階
）

に
持
参
ま
た
は
郵
送
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　

市
総
務
係

☎
52
―
3
1
7
0

10
月
25
日　

岩
見
沢
市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ 

10
月
26
日　

北
海
道
立
道
民
活
動
セ

ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

受
付
期
間　

８
月
23
日
〜
９
月
３
日

申
込
方
法　

市
上
下
水
道
庶
務
係
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手
数
料　

７
、0
0
0
円

※
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
上
下
水
道
庶
務
係

☎
52
―
3
1
5
2
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　市内外から多くの方が参加し、ウォーキングしながら夕張鹿鳴館や
幸福の黄色いハンカチ広場など、市内の観光名所を巡りました。

ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーウォーキングinゆうばり
６月23日

　夕酉市場で第10回復活夕張メロンまつりが行われました。毎年恒例の模擬競り市や夕張メロン早食い競争、夕張
夫妻の人間ばん馬など会場は大いに盛り上がりました。

第10回復活夕張メロンまつり　６月24日
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高
齢
者
囲
碁・麻
雀・

　
　
　
　
　
　

将
棋
大
会

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

安
全
点
検
を
お
願
い
し
ま
す

市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

掲
載
内
容
の
訂
正
に
つ
い
て

旭町

村
井
陽
人
ち
ゃ
ん

平
成
27
年
７
月
１
日
生
ま
れ

は
る
　
と

と
き・と
こ
ろ　

９
月
４
日

午
前
10
時
30
分　

老
人
福
祉
会
館

競
技
方
法　

参
加
者
人
数
に
よ
り
別

に
定
め
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
む
60
歳
以
上
の

方（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
費　

無
料（
昼
食
は
各
自
で
用
意
）

申
込
方
法　

８
月
28
日
ま
で
に
電
話

ま
た
は
申
込
書
を
提
出
。

※
当
日
の
申
し
込
み
は
組
み
合
わ
せ
の

関
係
上
、受
付
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
市
社
会
福

祉
協
議
会　
　
　

☎
56
―
6
0
0
4

　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
守
る
市

民
の
会
主
催
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。事
前
に
申
込
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、当
日
参
加
も
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
25
日 

午
前
９
時
〜

（
午
前
８
時
30
分
ま
で
集
合
）

と
こ
ろ　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

平
成
30
年
６
月
18
日
に
発
生
し
た

大
阪
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ

り
、小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し

児
童
が
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

故
が
起
き
ま
し
た
。

　

ブ
ロッ
ク
塀
な
ど
に
つ
い
て
は
建
築
基

準
法
に
よ
り
構
造
基
準
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、設
置
年
数
が
経
過
し
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
も
の
も
多
く
、倒
壊
の
危
険
性
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、安
全
点
検

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

構
造
基
準
や
補
強
方
法
な
ど
に
つ
い

て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係　

☎
52
―
3
1
1
9

　

広
報
ゆ
う
ば
り
７
月
号
掲
載
の
セ

ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り
の
開
催
日
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

　

誤　

７
月
13
日

　

正　

７
月
11
日

人　口 8,232人(－35人)
　男 3,797人(－21人)
　女 4,435人(－14人)

世帯数 4,848世帯(－30世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
９
月
号
は
、

８
月
31
日
に
配
布
し
ま
す
。

平成30年７月１日　現在

医療機関名

８月10日以前、16日以降は通常通り診療します。

夕張市立診療所
☎52－4339
簗詰医院
☎59－7026
南清水沢診療所
☎59－7085
中條医院
☎58－2350

８月11日
（土）

８月12日
（日）

８月13日
（月）

８月14日
（火）

８月15日
（水）

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

○

 

8月は北方領土返還要求運動強調月間です

択捉島

色丹島

歯舞群島
はぼまい

しこたん

くなしり

えとろふ

国後島

声
届
け

　
開
け
よ
う
扉

　
　
四
島
（
し
ま
）
返
還

お
盆
中
の
診
療
体
制

○
全
日
診
療 

△
午
前
診
療 ×

休
診

参
加
費　

一
般　

6
0
0
円

　
　
　
　

会
員　

5
0
0
円

申
込・問
合
せ
先　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

守
る
市
民
の
会　

大
谷☎58

―
3
0
1
1
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